
平成３０年度山口県知的障害者福祉協会部会研究報告書 

部会名（支援スタッフ研究会） 周南圏域代表者名（ 石田 千恵） 

研究課題 ・他施設の取り組みを学び、支援の幅・可能性を広げる。 

・福祉に携わる人材の育成 

研究の 

ねらい 

 ◇ 広い視野をもち支援に取り組めるようにする。 

◇他施設の支援員との繋がりを作り、知識・技術の向上を目指す。 

◇若い支援スタッフが講師となり、人材の育成を図る。 

部 会 

開 催 

 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

１ 

６月２０日 周南市 つくし園 ２７名参加 
【内容】新任職員研修会 
・強度行動障害について 
・ミュージックケアを体験 
・外部講師（介護予防体操）の見学と施設内見学 
・新任職員に行ったアンケートを元に質問に答える 
・グループディスカッションで施設間の情報交換 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

２ 

８月１０日 周南市 鹿野学園 ８名 
【内容】 
・第１回支援スタッフ研究会アンケートの情報交換 
・施設内見学 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

３ 

１月１１日 周南市 第２しょうせい苑 ８名 

【内容】 
・圏域予算について検討 
・第２回支援スタッフ会議の質問事項 
・情報交換 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

 

    

【内容】 
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平成 30 年（2018）年 7 月 3 日 
 
 
 
 
 
 
    本日はお忙しい中研修にご参加いただきましてありがとうございました。 
   今後の研修会の参考にさせていただくため、アンケートにご協力いただければ幸いです。 
   該当する欄にチェックを入れて下さい。枠の中には設問に対して自由にご記入下さい。 
 

Q1.研修の内容は参考になりましたか？ 
    ■参考になった～１９名  □どちらとも言えない～０名  □参考にならない～０名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q2.講師の説明は分かりやすかったですか？ 
    ■非常に分かりやすかった～１０名  ■分かりやすかった～８名   

■普通～１名 □分かりにくかった～０名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

支援スタッフ研究会 
周南圏域新任職員研修会アンケート 

・質疑やグループワークがとても参考になりました。・とても参考になりました。 
・実際に体を動かしたり、配布資料があったりととてもわかりやすかったです。 
・とても勉強になった（グループワークなど）・いろんな方の意見が聞けて良かったです。 
・もっとみんなとお話しする時間がほしかったです。 
・良い意味で内容が砕けており理解がしやすかったです。また事例を通じた利用者の方の表情が

みられてよかったです。・他の施設の方の意見が聞けてよかった。 
・開所して間もないので何もかもが参考になり、施設に持ち帰って実践してみたいと思う。 
・自閉症の方のことをよく知らず接していたのでとても参考になりました。 
・初心にかえることができました。・さまざまな日中活動・利用者支援について参考になった。 

・レジュメや資料も見やすくわかりやすい説明でした。 
・丁寧な説明でわかりやすかった。 
・時間的にちょうどよく集中して聞けた。・どの講師の方もとてもわかりやすく、良かったです。 
・理解がしやすく今後に生かしやすい内容でした。 
・もっと研修を受けていろいろ知りたいと思った。 
・ＭＣは楽しく簡単にできそうなもので、子どもも興味をもちそうなのでぜひやってみたい！体

操も子ども向きにやっていきたい。動きの資料や音源などを詳しく知りたかった。（即実行した

い為）・経験のある方が講義をされたので今後の仕事に非常に参考になった。 
・コミュニケーションの取り方、具体的な話が出てよくわかりました。 
・時間配分以外は勉強になりました。 
・体を動かしたり、質問事項に答えてもらえたり理解しやすかったです。 
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Q3.研修の内容を今後、業務にどのように活かせそうですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q４.今後あったら参加してみたいと思う研修はどのような研修ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・対象が子どもなので今の子たちの未来をみすえた支援をしていければと・・・ 
・活かそうと思う。・レクリエーション、余暇活動 
・他支援員の新任用の育成に使いたいです。 
・研修で学んだことを参考に研修等取り組んでいきたいです。 
・初心忘るべからずです！・常に利用者の立場になって笑顔で対応していきたいと思います。 
・同じ職場の職員とも班会議などで話し、環境をよくして仕事をしていきたいです。 
・利用者を理解することが一番大切であるが、その方法を職員が共通理解し支援していきたい。

手先、体を使ったものを取り入れていきたい（音楽・体操・造形） 
・できることなら少しずつ活かしていこうと思います。 
・理想とする支援員などといった面で自分の意見だけでなく、ほかの人に意見も様々な業務に

生かしていきたい。 
・今一度、利用者一人一人に目を向けて、理解をして支援をしていこうと思いました。笑顔で

頑張ろうと思います。・利用者の対応の仕方、考え方など。 
・困った時のヒント、業務に対するモチベーション維持。 
・もう一度、支援ということを見直す。いいきっかけになりました。 
・色々な施設の方の話を聞けてとても参考になりました。 
・まずは一人ひとりの利用者さんの特性・好きなことを改めて考えようと思いました。 
・利用者さんの思いを受け入れ、支援に生かしていきたい。 
・レクリエーション、日課に体操やミュージックケアを取り入れてみようと思う。 
 

・グレーゾーン等の事例検討などできたらいいなと思います。 
・利用者に対する関わり方について 
・自閉症のこだわり。（こだわりがある利用者さんの支援が難しいと感じるから） 
・虐待について 
・コミュニケーション 
・相談支援などの実践 
・自分の強みをどう活かしたか、またその具体例を体験できるような研修。 
・体を動かす講義をみたいです。 
・障害特性についての研修 
・職員のストレスケアなどの話し 
・児童ディを重きにおいた研修。 
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